
． ．広報おうめ市役所の代表ＦＡＸは２２‐３５０８です

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

スポーツ・観光・文化

次号の発行は１０月１５日です

（１０）２ １０ １

～渡邊學而の名曲へのお誘い～

　ネッツたまぐーセンター（文化交流センター）では、地下１

階の改修工事を行うため、文化活動室Ａ・Ｂとバンドルームの

利用を休止します。

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。

利 用を休止する期間　１２月１４日（月）～令和３年３月３１

日（水）

利用を休止する施設　文化活動室Ａ・Ｂ、バンドルーム

※文化活動室Ｃ・Ｄは、通常通り利用できます。

問い合わせ　社会教育課生涯学習推進係

ネッツたまぐーセンター改修工事に伴い、
文化活動室等の利用を休止します

ハーバリウム教室
～秋を彩るインテリアフラワー～

日時　１０月２２日（木）　午後１時３０分～３時３０分

対象　２０歳以上

講師　ハーバリウム研究家　高澤典子氏

定員　先着７人（予約制）

費用　１，０００円（材料代）

持 ち物　せん定用はさみ（お持ちの方）、持ち帰り用の袋、マスク、

水筒、健康等の調査票

そ の他　当日体温を測定します。発熱のある方や体調のすぐれな

い方は、参加をご遠慮いただく場合があります。

申し込み　２日の午前８時３０分から電話☎７４－５２０４で成

木市民センターへ

１０月の木曜夜間窓口

　毎週木曜日は、午後８時まで窓口業務の一部を延

長して実施しています。

開設日　１日、８日、１５日、２２日、２９日

対象課・問い合わせ　市民課、保険年金課、介護

保険課、高齢者支援課、障がい者福祉課、子育

て推進課、収納課、市民税課、資産税課

１０月の日曜納付窓口

日時　２５日（日）　午前９時～午後４時

問い合わせ　収納課収納管理係

１０月の納期限（１１月２日）

▽市・都民税…３期　 ▽国民健康保険税…４期

▽後期高齢者医療保険料…４期

▽介護保険料…４期
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　ＮＨＫをはじめ多くの音楽番組の解説で活躍されている渡邊學而先生を講

師として迎えます。

　クラッシック音楽の豊かな研究を背景に、名曲誕生から演奏にまつわるさ

まざまな魅力を掘り起こし、上質な音楽で鑑賞しながら解説していただきま

す。毎回違うテーマで開催します。お気軽にお越しください。

日 時　１０月１４日（水）、１１月１２日（木）、１２月９日（水）、令和３

年１月１３日（水）、２月１０日（水）、３月１１日（木）の午後２時～３

時３０分

※午後１時３０分から整理券を発行します。

会場　ネッツたまぐーセンター多目的ホール

対象　どなたでも　　定員 先着５０人

費用無料　

そ の他　感染症対策として、マスク着用のうえ、受付で検温・手指の消毒に

ご協力ください ▽検温結果により受講をお断りする場合があります ▽三

密防止に配慮した座席配置としています。

直接会場へ

問 い合わせ　（公財）青梅佐藤財団☎０９０－５１９５－３０３０、市社会

教育課生涯学習推進係

（公財）青梅佐藤財団共催事業

渡邊學而氏プロフィール

　青梅市在住。慶應義塾大学経済学部卒業後、フリーの音楽評論家

として活動。

　音楽の伝道者として誰にでも親しめる分かりやすい音楽解説は各

方面から高い評価を得ている。

　これまで学習院大学、日本女子大学、武蔵野音楽大学で講座を持

つかたわら、文化庁の各種審査会や委員会の委員、青梅市の教育委

員、ＮＨＫの音楽番組や高校講座の企画解説者、学校音楽コンクー

ル全国大会の審査員などを歴任。

　著書も「大作曲家の知られざる横顔」、「リストからの招待状」（丸

善ライブラリー）、「シューベルト・人と作品」、「ヨーロッパ音楽の

流れ」（芸術現代社）、「音楽鑑賞の指導法」（音楽之友社）ほか、多

数がある。

　文化活動室Ａ・Ｂ、バンドルーム


